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２
０
２
５
年
❶
春
季
・
新
歓
期
合
同
地
区
別
単
組

代
表
者
会
議
（
近
畿
・
九
州
地
区
合
同

２
月
15

日
、
東
北
・
中
部
地
区
合
同
２
月
16
日
）

２２

新
年
度
「
新
し
い
仲
間
を
迎
え
よ
う
！
」

３３

論
壇
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
求
め
ら
れ
る
防
災
対
策
」

名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷺
谷　

威
（
さ
ぎ
や
た
け
し
）

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
秋
田
大
学

  

「
最
近
の
活
動
に
つ
い
て
」

・
名
古
屋
工
業
大
学

  

「
労
働
組
合
を
イ
チ
か
ら
わ
か
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」

・
島
根
大
学

  

「
島
根
大
学
職
員
組
合
レ
ポ
ー
ト
」

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
２
月
、
国
公
立
大
学
・

大
学
共
同
利
用
機
関
・
国
立
高
専
の
運
営
費
交
付
金
の

抜
本
的
な
増
額
を
求
め
て
、
政
党
、
国
会
議
員
へ
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
全
大
教
か
ら
の
要
請
趣
旨
と
政
党
、

国
会
議
員
か
ら
の
意
見
は
次
の
通
り
で
す
。

　

国
立
大
学
等
の
運
営
費
交
付

金
は
法
人
化
時
か
ら
10
数
％
減

少
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
教

育
研
究
の
高
度
化
へ
の
対
応
や

社
会
保
険
料
等
の
義
務
的
経
費

の
増
加
に
よ
り
、
教
育
研
究
の

実
施
に
必
要
な
経
費
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
、人
件
費
や
光
熱
水
費
、

日
常
の
教
育
研
究
費
な
ど
、
教

育
研
究
を
実
施
す
る
上
で
必
要

と
な
る
最
も
基
盤
的
な
経
費
で

あ
る
「
基
幹
経
費
」（
運
営
費
交

付
金
か
ら
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現

加
速
化
経
費
」
と
「
特
殊
要
因

経
費
」
を
除
い
た
部
分
）
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
共
通
指
標
に

よ
る
評
価
に
よ
っ
て
「
基
幹
経

費
」
を
配
分
す
る
仕
組
み
や
各

大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
の
た

め
に
「
基
幹
経
費
」
に
係
数
を

か
け
て
財
源
を
確
保
す
る
仕
組

み
も
減
少
・
不
安
定
化
の
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

外
部
資
金
や
競
争
的
資
金
の

獲
得
に
努
力
し
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
ら
は
時
限
の
経
費
で
あ
る

こ
と
か
ら
長
期
的
な
課
題
に
対

す
る
安
定
的
な
財
源
と
し
て
見

込
む
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
「
基
幹
経
費
」
の
不
足
に
よ

り
、
多
く
の
大
学
で
は
人
事
の

不
補
充
や
凍
結
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
若
手
研
究
者
の
半
数
以
上

が
任
期
付
き
の
雇
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。
全
大
教
が
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
自
費
を
持

ち
出
し
て
研
究
し
て
い
る
」「
恒

常
的
な
研
究
費
が
激
減
し
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
が
増
え
る
ば

か
り
で
、
長
期
的
な
展
望
で
の

研
究
が
で
き
な
い
。
目
先
の
成

果
を
求
め
る
こ
と
ば
か
り
を
続

け
て
い
る
と
、
真
に
独
創
的
な

研
究
は
生
ま
れ
な
い
」「
研
究

費
用
が
足
り
ず
、
常
に
研
究
費

の
申
請
書
を
書
い
て
い
て
、
研

究
時
間
が
足
り
な
い
」「
学
部

と
し
て
開
講
す
べ
き
科
目
の
教

員
が
得
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い

っ
た
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
昨
今
の
物
価
の
高

騰
や
人
件
費
の
増
加
へ
の
対
応

も
困
難
を
極
め
て
お
り
、
人
事

院
勧
告
水
準
の
賃
上
げ
が
で
き

な
い
大
学
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

国
立
大
学
の
授
業
料
の
引
上

げ
の
動
き
が
生
じ
て
い
る
一
方

で
、
多
く
の
政
党
が
教
育
の
無

償
化
に
関
す
る
政
策
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
各
大
学
か
ら
は
、
授

業
料
引
上
げ
の
検
討
の
理
由
と

し
て
、
運
営
費
交
付
金
の
減
少

を
は
じ
め
と
す
る
大
学
運
営
の

財
源
不
足
が
多
く
聞
か
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す

る
た
め
に
も
運
営
費
交
付
金
の

増
額
が
必
要
で
す
。　

　

今
回
の
要
請
で
は
、
運
営
費

交
付
金
の
状
況
を
は
じ
め
、
参

加
者
か
ら
国
立
大
学
等
の
現
場

の
実
態
な
ど
を
説
明
し
、
国
立

大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
の

充
実
に
む
け
て
は
、
運
営
費
交

付
金
の
抜
本
的
な
増
額
、
特
に

「
基
幹
経
費
」の
増
額
が
必
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
求

め
、
国
会
審
議
等
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
た
尽
力
を
求
め
ま

し
た
。

　

各
政
党
、
各
議
員
か
ら
は
、

国
立
大
学
等
に
お
け
る
教
育
研

究
の
重
要
性
と
運
営
費
交
付
金

の
抜
本
的
増
額
の
必
要
性
、
施

設
の
老
朽
化
対
策
、
地
方
に
お

け
る
国
立
大
学
や
国
立
高
専
の

役
割
と
重
要
性
、
教
職
員
の
労

働
条
件
の
改
善
、
学
生
が
経
済

的
な
不
安
な
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
な
ど
、
数
多
く

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
積
極
的
な
情
報

発
信
や
今
後
も
継
続
的
な
要
請

活
動
を
期
待
し
た
い
な
ど
、
激

励
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

   （
書
記
長　

永
井
信
）

授
業
料
の
無
償
化
と
奨
学
金
の
充
実
の
た
め
に
も
、

運
営
費
交
付
金
の
抜
本
的
な
増
額
が
必
要

運
営
費
交
付
金
の
抜
本
的
な
増
額
、

特
に
「
基
幹
経
費
」
の
増
額
が
必
要

物
価
高
騰
や
人
件
費
増
加
へ
の
対
応
も
喫
緊
の
課
題

最
も
基
盤
的
な
経
費
で
あ
る
「
基
幹
経
費
」
が
不
足

運
営
費
交
付
金
は
減
少
、

教
育
研
究
の
実
施
に
必
要
な
経
費
は
増
加


